ジロリ の 女 

_ —— ゴ 口 ー 三 船と マゴ コ 口 の 手記 —— 

坂 口 安吾 



人 同志で 終るべき 宿命の もの、 よう だ。 

だから、 私が 口説いて モノに なった という 女 は、 もつ 

と ベタく と セン チな 純情 派 や 肉感的な 荒 々しい 男性 

型、 平凡な 良妻 型な どい う 月並な ところで、 知的な 自 

信 や 骨つ ぼ さの ある 女 は 例の ジロリ で、 私と 交る 線が 

ない。 ところが、 ジロリ 型の 婦人に 限って、 美人が 多 
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然し、 交る 線がない という こと は、 おのずから 恋愛 

感情に 自制 や 限定 をつ くる もの か、 コ イツ 美人 だな、 

と 思っても、 夢中になる ような 心に ならない。 つまり 

恋愛と いう もの は、 そして 恋愛 感情と いう もの は、 無 



あるから、 その 魅力 も、 た y き、 おく 以上に 身に 泌み 

た 情慾 を かきたてる ものと はなら なか つ た。 

私 は 漫才のお 手伝い をした とき、 これ は 一度、 ぜひ 

と も ナジ ミ の 彼女 方に 披露し て おく 必要が あると 思つ 

て、 招待 を 発した。 そのと き、 どういう 風の 吹き 廻し 

か、 若い 妓 たちと 一緒に 金 龍 姐さん が 現れた ので ある。 

あのと き 私が 筆 を ふるつ て 自ら 出演の 紙 札 を 書いた 

即席の 芸名が、 漫才、 ゴロ— 三 船、 つまりた だ 私の 本 

名 を 一 一 つに 分けた にすぎないの である。 

「あなた は 本名 を 二 つに わるぐ らいの 人な のね」 

と金 龍 姐さん は 例の ジロリ と 一 べッ して、 こう 言つ 



私も癩 にさ わった が、 よろし、 その 儀なら ば、 目に 

物 を 見せて くれよう、 という わけで、 封 e 間に なりすま 

して、 即席、 見事に 相つ とめて 見せた。 

すると 金 龍 姐さん は 案外に も、 宴の 終りに、 この 人 

は ホン モノの 封 不間じゃなくて、 大学生で ぁリ、 こんど 

卒業 だから、 あなた 方、 カバン 持ちに やとって 上げな 

さい。 あなた 方 も 遊びが 本職の 仕事の ような 御 方ぞろ 

いなの だから、 こんな カバン 持ち も 趣向で しょうよ、 

と 云って くれて、 その 場で 就職が きまった。 私 はモ— 

口 ー 会社々 長の 秘書に やとわれ たので ある。 おかげで、 

官費で 遊べる ようにな つたが、 その代り 照 葉 は 社長の 



上 必要な 時で なければ 用いた ためし はない。 万事に つ 

けて その 筆法で、 その 意味の 専門 技術士であった。 

私 は 酒 間に、 わざと、 何年 間と 思い やつれて いる 人 

がい るんだ けど、 ー晚 ぐらい、 なんとか、 ならない も 

のかな ァ、 など ゝ 三日に 一 度ぐ らい は 特別の 大声で 言 

うのであった。 

又、 金 龍が 待合な どで 風呂へ はいると き、 せめて 三 

助で ぃゝ や、 玉の 肌に ふれる ぐらい はして みて えな ァ 

と 言って みたり、 実際に ガラリ 戸 を あけて、 いか >、 

お流し 致しましょう か、 と 言ったり する。 すると 例の 

ジロリ と 一 ベ つ、 私 は 然し イザイ かまわず、 後へ まわつ 



て 流して あげる。 できるだけ ティ ネィ に、 やわらかく、 

心 を こめて 流して あげる。 それ は 尊敬と いう もの だ。 

この 尊敬の まご、 ろ ほど 御 婦人の 心に 通じ 易い もの は 

f 、 。 
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だから、 そのうちに は、 昼 さがり チヤ ブ ダイに もた 

れて 雑誌 かなに か 読んで いるう ちに、 ふと 私の 方へ 白 

い 脚 を 投げ だして、 

「蒸し タオルで 足 を ふいて ちょうだい」 

ィ サイ 承知と、 さて こそ 私 は マ ゴコロ こめて、 毛孔 

ひとつ おろそか にせず、 なめらかに、 やわらかく、 拭 

いて は 程よ く 蒸し 直し、 それに 心根 さ、 げる。 まさし 



私 は 一夜、 お 客 を ふって 中ッ 腹で もどって きた 金 龍 

の 情け をう けて、 夢の 一 夜 を 経験した。 それ は 金 龍に 

奉仕して 四 年 目、 私が 二十 八、 金 龍 は 二十 七であった。 

ま ぶ 

そして、 奴隸、 間夫と いう 関係 は、 私が 三十 七の 年 

まで、 戦争で 金 龍が 旦那と 疎開す るまで、 つ > き、 そ 

して 金 龍 は 旦那と 結婚して 田舎へ 落ちついて、 もとよ 

り 私の ことな ど は、 忘れて しまった。 

私が この 手記 を 書く の は、 金 龍の 思い出の ためで は 



感の 負担であった。 

私自身が 昔から 人 を ジロリ と 見る 癖が あ つたと いう 

が、 そういう ジロリ の 意識の 苦し さが、 つまり 今では 

私の ノべッ の 時間の ような、 現実と いう ものに た、 V 物 

的に 即して いる 苦し さ 冷めた さで、 心と いう ものが、 

物で しかない ようで、 それが 手 ざ わりで あるよう な自 

覚に つ いての 切な さであった。 

それ はま さしく 不惑な ので ある。 惑う ベ からざる 切 

実な 現実 感覚な ので ある。 

私 は 自分の 子供で も、 やっぱり、 ジロリ とみる。 そ 

して、 それが、 私の 心の 全部で あると いう ことが、 ハ ッ 



私 は インチキ 新聞の 社長であった。 インチキ といつ 

て も 恐 カツな どやる わけ じ やない。 その 方面で は 至つ 

て 平和主義者 であるが、 つまりた V、 配給の 紙の 半分 

以上 は 闇に 流す という 流儀な ので ある。 同時に 私はィ 

ンチキ 雑誌 を や つていた。 この インチキ は エロ 方面で、 

雑誌の 五分の 四 頁ぐ らい は 色々 の 名前で 私が 一 人で 書 

きまく る 流儀で あ つ た。 

私 は 遊ぶ 金が 必要な の だ。 だから 必死に 稼ぐ 必要が 

あるので ある。 要するに、 私 は、 それだけ なの だ。 

私 は 三人の 女 を 追い まわして いた。 いずれも ジロリ 

の 女であった。 



一人 は 四十 一の 未亡人で、 亡夫の 院長に ひきつ、 V い 

て 病院 を 経営して いた。 亡夫が 私の 従兄で、 その 関係 

で、 病気の たびに この 病院の ャッ カイに なり、 家族 は 

もとより、 金 龍 も 入院した ことがあった。 あげくに 院 

長と 関係が できて、 このと き は 辛い 思い をした もので 

ある。 このと きば かり は、 特別、 嫉妬に 苦しんだ。 病 

気の たびに 世話 を かける ばかりでなく、 金銭の ことで 

も かなり 迷惑 を かけて ぉリ、 ヒケメ を 覚えて 卑屈に 

なって いると き は、 口惜し さが ひどい のだろう。 嫉妬 

といっても、 立場 は奴隸 にすぎないの だから、 ゴマメ 

の 歯ぎ しりと いう 奴 だ。 



ゥップ ンを金 龍に もらす わけに 行かない から、 この 

とき 私 は ひどい へ マ を やった。 院長のと ころへ 行って、 

金 龍 は 私の もの だとい うような こと を、 それとなく 匂 

わした の だ。 

院長 は 豪 酒と 漁色で 音に きこえた 人物 だが、 金と 地 

位が あり、 遊び は 自在で、 妾 をた くわえる というよう 

な 一人の 女に 長つ、 V きしない 性質であった。 金 龍 は 奥 

さん 同様の ジロリ 型で、 だいたい こういう 型と 結びつ 

き 易い 男で あるから、 要するに 男と しても、 私に とつ 

て は 苦手の 型であった ので ある。 つまり、 冷酷で、 残 

酷であった。 



る だけ だ。 私 は、 すくんだ。 

私 は 魂がぬ けて しまった。 ふらふら 立 上って、 二階 

へ 登って、 若い 妓の 着物の ブラ 下って いるの を、 一時 

間 ほど も、 眺めて いたので ある。 そのうちに、 もはや 

一 つの 解決し か 有り得な いと 自分の 心が 分った ので、 

私 は 降りて きて、 両手 をつ いて、 あやまった。 

「心 を 入れ換えます。 ぃゝ え、 心 を 入れ換えました。 

今後 はた y もう、 誠心誠意、 犬馬の労 をつ くして、 君 

の 馬 前に 討死し ます。 毛頭、 異心 をいだ きません」 

君 前に 討死し ます、 と 言った ので、 一緒にいた 若い 

妓が腹 を か、 えて 笑い ころげて しまった。 そして、 さ 



すがの 金 龍 も クスン と 苦笑いして、 私 は 虎口 を 脱する 

ことができ たので ある。 

金 龍 は 意地の 悪い 女であった。 そんな 風に 腹 をた て 

ると、 た y はキ ゲン を 直して くれず、 もう 冬 近い ころ 

だとい うのに 風呂桶に マン マンと 冷水 をみ たして、 私 

に はいれ、 というの であった。 そして 私が ふるえな が 

ら蒼 ざめ て 水に はいるの を、 ジット 見つめて いて、 面 

白く もな さそう に 振 向いて 立 去る の だ。 

私 は 要領 を 心得て いた。 そういう 時には、 できる だ 

け バカバカしく ふるまって、 笑わせる に 限る。 だから、 

冷水 風呂に はいれ、 という。 ハイ、 かしこまりました、 



その 肌に 近づ いたと いう シルシ なの だ。 

だから、 私 は、 わざと、 こうやって 犬馬の労 をつ く 

すから は、 私 だけ、 という ことはないでしょう、 私に 

も、 なに か モウ ケ させて 下さいな、 と 云って、 大浦博 

土の 文章 をいた y いて、 新聞 や 雑誌に のせる。 精神病 

だの 婦人科 だの 法医学な どゝ 違って、 内臓 外科、 こん 

な もの，' 文章 は 当節 は 一向に 読み物に はならず、 大博 

士の 文章で も、 もらって 有難 メイ ワクで あるが、 そん 

な ソブリ はい さ、 かも 見せず、 た y もう 嬉しがり、 恩 

に 感じて 見せる ので ある。 

その 返礼 は 何 か、 というと、 つまり、 アイツ は 気 立 



寸志です と 申 上げる と、 それでしたら 辞退 させて い 

た、 V きたいと 存じます が、 たって いた y かねば ならな 

いもので ござ います か、 と 益々 ハ ッ キリと 見つめて 言 

う。 その 目が、 妙に 深く、 うるんで、 その 奥に は、 私 

には距 てられた 何 か > あり、 さえぎられて いるよう な 

気がする。 私 は 笑って、 

「い、 え、 そんな 大 問題の もの じゃァ ありません よ。 

もとより、 それ はです。 何 かの 底意がなければ、 なに 

がしの 金 円 を 人に 差 上げる ものではありません な。 然 

しです。 あなたが 下さいと も 仰 有らない のに 人が 勝手 

にくれ る もの は、 あなたが それ を 受取っても、 あなた 



ヤス 子 は 分り ましたと 受取って くれたが、 そこで 私 

が 一 夕 晚メシ に 招待して、 例の 紙の 横流しな ど ザック 

バ ランに 社の ャミ性 を うちあけて、 

「かく 申さば お分りの 通り、 私 はしがない ャミ屋 の 一 

人、 た、 V 金銭 を 追い まわして いる 奴隸 です が、 金銭 万 

能と いう わけではありません よ。 金銭に よって 真実 幸 

福 を もとめう るか どうか、 これ は 問題の あると ころで 

すが、 金銭 をこゝ ろみずに ハナから 金銭 を 軽蔑したり 

金銭に 絶望した りする こと は 私 はとり ません。 まず 金 

銭 を こ、 ろみて、 それによ つて 真の 幸福の 買えない こ 

とに 絶望して、 精神 上の 幸福 を もとめる、 これなら 順 



が 立って いますよ。 万事こう こなく ちゃ、 空論 だけの 

人生観 は 私 は 信用し ない タテ マエなん です」 

ヤス 子 は 人生 探求と いう タテ マエ だから、 悪徳に 対 

して は 一 応 甚だ 寛大で、 あるが まゝ 全て を 一 応 うけい 

れて、 という 心構えであった。 編輯な どの ことで も、 

啓蒙と か 主義 主張 も、 先ず 第一 に 面白く 読ませる こと、 

それに 気がつく 女で あり、 美名と か、 た y 破綻がない 

と いう 文章な どに はだ まされない 着実な ところが ある。 

誘えば 一 しょに 酒席 にもつら なり、 ダンス ホ— ルに 

もつ きあつて くれる。 けれども、 私 を ジロリ と 見る。 

それ は 警戒の 意味で はなしに、 性格 的な 対立から くる 



ものであった。 そこで 私 は、 この 夏 川 ヤス 子 も、 必ず 

や モノに しなければ ならぬ と 天地神明に 誓い をた てた。 

ある 日の こと、 私が おくれて 出社す ると、 意外に も、 

衣子の 長女 美 代 子が 夏 川 ヤス 子と 話 をして いるで はな 
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これが 又、 小娘ながら、 やっぱり ジロリ の 小娘で、 

何が さて ジロリ の 母から ジロリ 的 観察に よって 私の 内 

幕 を 意地悪く 吹き こまれて いるに 相違ない から、 一 人 

前で もない くせに、 てんから 私 を 見くびつ ている。 こ 

ういう 未成品の ジロリ は 小憎らしい もので、 衣子 家 飼 

いならし のよ く 吠える フォックス テリ ャ、 その 程度の 



あった。 美 代 子 は チン ビラ 組の 女王で あつたが、 かね 

て 大女 王に あこがれた あげく、 自分 も 成人して 大学 英 

文科に はいり、 あのような 御 方に なりたい と 思いつ 

のって、 ラヴレ タ ー のよう な もの を 差 上げて、 ヤス 子 

に コンコ ンと 諭されて 嬉し涙 を 流す という 古い ツキ ァ 

ィの 由であった。 あげくに 初志 を 貫徹して、 目下 大学 

英文科 御 在学で あり、 小娘の 一念、 あなどるべからず 

である。 

戦禍の ドサ クサ 以来 音信 も 絶えて いたが、 このたび 

我が身に あまる 悩みの種が 起って、 姉 君に 相談したい 

と 手 をつ くして、 CE 所 をつ きとめ、 かくて わが 社へ 御 



るお 家 騒動 的 フン ィキを かぎだして 胸 をいた めて いる 

ので ある。 

「実は 私 も、 その 話で は、 かねて 大浦 先生の 依頼 をう 

けて、 美 代 子さん の 御 心労と は アベ コ べに、 なんとか 

マ トメて くれと いうお 話が あつたん だよ。 美 代 子さん 

のよう な 可憐な 小 鳩 を 敵に 廻し ちゃ、 私 も 地獄へ 落ち 

なきや ならない。 私 も 心 を 入れ かえて、 美 代 子さん の 

気持 を 第一 番に 尊重して、 犬馬の労 をつ くしましょう」 

こう マ ゴコロ を ヒレ キ する。 すると チン ピラ 動物 は 

とたんに 喜んで、 実は 私 は、 別に 好きな 人が あるの だ 

など、 言いだ した。 こんな 文. 1? を まともに きくと、 と 



ろ は 更にない。 あべこべに、 私の 生きる 目的が、 も は 

や、 これ だけの もの だ、 と ハツ キリ 分って しまった こ 

とが、 切ない ので ある。 自分の 人生と か、 自分の 心と 

いう ものに、 自分の 知らない 奥が あり、 まだ 何 か、 V あ 

る。 そう 感じられる 人生 は 救いが あると いう もの だ。 

私の ように、 自分が これ だけの もの だと 分って し 

まって は、 底が 知れた、 あとがない、 ヌ キサシ ならぬ 

重量 を 感じる。 首が まわらぬ、 八方 ふさが リ、 全体が 

た、 V ハ リツ メタ 重さば かりで、 無性に イラ イラす るば 
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その あげくに は、 自分の 人相が メッ キリ 険悪に なつ 



たという、 鏡 を 見ずに、 それが 感じられる 変な 自覚に 

苦しむ ようになった。 

目薬 を さしたり、 毎日て いねいに ヒゲを そつたり、 

一日に 何回と なく 顔 を 洗ったり、 できれば 厚化粧の 

メ ー キ アップ もしたい ような 気持になる の も、 美男に 

なりたい 魂胆な どで は 更にな く、 た、 V 人相 を やわらげ 

たいとい う 一 念から だ。 

私 は 然し、 こうして 三人の ジロリ の 女に 狙い をつ け 

て も、 決して 恋愛の 技術な どに 自信の ある もので はな 

かった。 私 はた y 目的に 徹し、 目的の ためにの み 生き 

る ことに 自信 を かけて いた。 そして、 目的の ために マ 



美 代 子の 激昂 は それだけ ではお さまらず、 衣子 を 面 

詰して、 私の こと を ダシに 使わず、 お母様 自身 大浦博 

土と 結婚したら いいでしょう、 と 罵った。 まだ それで 

も、 おさまらない。 大浦 博士 を 同じように 面詰した。 

つ、 V いて、 大浦種 則 を 面詰した。 

そのと き、 種 則が、 まご、 ろ を あらわして 罪 を 謝し 

「然し、 美 代 子さん、 僕 は あなたのお 母さんと 僕の 兄 

とのこと など は 毛頭 知らなかった のです。 まして 僕に 

は、 富 田 病院 を 乗 取るな ど、 いう 魂胆の あるべき もの 

ではありません。 なるほど、 この 縁談 は 兄の はじめた 

ことです が、 今と なって は、 あなた は 僕に とって、 な 



くて はならぬ 御 方です。 あなたの 財産な ど は 欲しく は 

ありません。 欲しい どころ か、 くれる と 云われても、 

コン リン ザィ 受取る ものではありません よ。 僕 はた V、 

あなた、 V けが 欲しい のです。 僕が 知 耳になる のじ やなく、 

あなた をお 嫁に 欲しい のです。 兄の はじめた 縁談と は 

別に、 改めて 僕 自身からの 求婚 を 考慮して 下さい ませ 

んか」 

と、 きりだした。 そして、 ともかく、 二人 だけで、 

もっと 冷静に 話しあって 下さいません か、 と 云って、 

帰る というの を 送って でて、 喫茶店で 話 をした が、 美 

代 子 は、 母と 大浦 博士との 問題が ある 限り、 これ 以上 



の 汚辱 を 加える こと はで きないと 席 を 蹴って、 その 足 

で、 私の 社へ かけこんだ。 

美 代 子 はもう 家へ 帰りた くないから ヤス 子の 家へ 同 

居させて くれ、 そして 私の 社で 使って くれ、 というの 

だが、 もとより 一時の ことで、 いずれ は 心が 落 付く、 

然し それまで、 ともかく 一日 二日 は ヤス 子さん に 泊め 

ていた、 V くが よろしい かも 知れません、 と 私が ヤス 子 

にさ さやく と、 ヤス 子 はしば らく 考えて いたが、 やが 

て ハツ キリと 私 を 見つめて、 キッ パリと、 

「私のう ち はお 泊め 致し かねる のです」 

という。 問いつ めて みると、 自分の 良人 はダ ラシな 



したが、 私 はこん な 機会 を ねら つ て 御 婦人に 言い寄る 

ような、 そんな 便乗 的な 手法 は 用いない。 そんな こと 

をす るぐ らいなら、 はじめから 天地神明に 誓い をた て 

やしないの である。 

美 代 子の 話をシ サイに き、 た、 V してみ ると、 しかし、 

その 家出の 原因 は、 決して 美 代 子の 述べる 表面 だけの 

もので はない。 私 は 思った。 美 代 子 はむしろ、 まご、 

ろ を 面に あらわして 罪 を 謝し、 兄の 縁談と は 別に、 自 

分 一 個の 求婚 を 考慮して くれ、 という 種 則に 好意 を感 

じている ので ある。 そして その 好意 を 感じた という こ 

とが、 自己嫌悪の 絶叫と なり、 その 怒りが、 家へ、 母 



生活 はい ざし らず、 ャミ屋 の 仁義 は 御 婦人 を 手 w J め に 

致さぬ ところに ある ものです。 かの 御 婦人 は、 我々 の 

仁義 を諒 とせられて、 目下、 下情 を 御 視察 中の けなげ 

なる 美丈夫と いう ものです よ」 

おぼしめ 

「然し、 思 召し は あるだろう」 

「それ は、 あなた、 木石なら ぬ 我が身です」 

「アツ ハツ ハ」 

大笑 一 番、 ふと 私に 盃を さして、 

「これ は 面白い。 ャミ屋 にくらべ ると、 私ら は ャボか 

も 知れん。 君ら が 物質的で ある 以上に、 私ら はフ イジ 

カル だからな。 私 は 君の 会社へ 遊びに 行く よ。 夏 川 夫 



私の 無き が 如く、 お世辞に も、 私 を 誘い やしないから、 

私 は 煮え くりかえる 怒りに 憑かれた が、 又、 感心せ ず 

に いられなかった。 

もとより 私の こと だから、 誘われな くと も、 ハイ- 

でば、 参りましょう、 と、 御 婦人 方の 荷物 を 持って あ 

げて、 お忘れ 物 は？ 私が 誘った ような グ アイに、 そ 

れ ぐらいの こと はヌ カリがない。 

その代りに は、 大浦 先生い ざまず ァレ へ、 お嬢さん 

方、 こちらへ、 とんと 旦那と その 令嬢と、 私が 番頭み 

たいな もので、 あげくに お 会計 は 私が いそいそと 払う 

ことになるの だから、 あさまし かりけ る 次第で ある。 



美 代 子 は ともかく 家へ 戻った。 送りと y けた 私 は、 

衣子に 向って、 

「ねえ、 奥さん。 あなたが この 縁談に 不満な の は、 入 

知 耳、 そしてお 知 耳さん が 当 病院の 後継者、 その 条件が 御 

不満な のじゃありません か。 ところが、 大浦種 則 氏 は 

美 代 子さん に 向って、 自分 もこの 条件に 賛成で はない。 

兄 博士からの 縁談 は 御破算に して、 自分 一 個と 美 代 子 

さん、 自分が 美 代 子さん をお 嫁に いた y く、 改めて そ 

れを 考慮して いた- V きたいと 言った そうです よ。 美 代 



私 はさつ そく 大浦種 則 を 訪れて、 兄さんの 申込みと 

は 別に、 あなた 自身から 衣子 夫人に 申入れ をなさい。 

そして、 美 代 子さん をお 嫁に 貰う、 持参金な どビタ 一 

文い りません、 という 赤誠が あり や、 奥さん も 令嬢 も、 

内々 は その 気持が あるんだ から、 こ、 は 決行の 一 手 あ 

るの み。 マゴコ 口と 不撓不屈の 情熱です、 といって ケ 

シ かけた。 

すると 種 則 は 患者の 容態 をき い て いるよう な 愛想の 

よさ はあった けれども、 私の 厚意に 狎れ るよう な 反応 

はなく、 た y うなずいて、 

「なるほど、 うむ。 我々 二十の 世代 は 失われた 青春で 



れた 青春て えと、 なんです かな、 どこかへ ォッ コトし 

ていら せられた わけです か。 青春て えもの は、 ふと こ 

ろの ガマ 口みたい の ものな のかな」 

「空白な 世代と いう ことです よ。 戦争のお かげで、 

我々 の 青春 は 空白な のです ね」 

「なにが 空白な ものです か。 恋の 代りに、 戦争 をして 

いた V け じ やないで すか。 昔の 書生 は 恋 も 戦争 もせず、 

下宿の 万年床に ひつ くりかえ つ て ボン ャリ暮 してい 

た ゾ けさ。 空白な 世代な どと いう 人間の 頭 だけが 空白 

なのでしょう」 

「世代の 距リ です よ」 



う、 青白く 冴えた 面 持、 キッと 私 を 見つめて、 

「この 話 は 当家の 恥です から、 内輪 だけで 話し合い ま 

すから、 三 船さん は 御 ひきとり 下さいね」 

女中 を 呼びよ せて、 

「三 船さん が、 お帰りです」 

有無 を 言わさず、 宣告 を 下す。 ここまで 踏みつけら 

れて は、 私 もた ^ は 退き 下れぬ。 

なるほど、 私が 種 則 を よんで 泥 を 吐かせましょう、 

と 持ち かけた 時に、 衣子 はす ゝんで 賛成す るよう なと 

ころ は 無かった かも 知れない。 けれども、 一言と いえ 

ども 反対の 言葉 は 述べなかった の だから、 そして、 私 



が 電話で 種 則 を 呼んで いるの を 黙って 見過して いたの 

だから、 これ を 賛成と 見て 怪しから ぬと ころ は 有り得 

f 、 。 

な レ 

ところが、 種 則が 現れる。 とつぜん ガラリ と、 こう、 

くるの だから、 私 もに わかに ムクレ 上って、 

「ハ ァ、 そうです か。 然し、 御 当家の 恥と いうの を、 

一から 百まで 承知して いる 私です よ。 これから 先 をお 

隠しに なった ところで、 頭 かくして 何とか 云う イロ ハ 

ガル タの 文句みたい じゃありません か。 私 はた、 V 御 当 

家の ために 良 かれと」 

皆まで 言わせず、 



り、 御 不興 は 覚悟の 上で ある。 衣子 は イマ イマ しげに、 

また、 いかにも ウル サげ に、 ジロリ と 一べ つ、 顔 を そ 

むけて、 喋らない。 

「いかなる テン マツと なりました か」 

「どんな テン マツが お 気に 召す のです か」 

ハッタと、 にらむ。 私 は ビック リ、 すくみながら、 

その 色気に 目 を 打 たれて、 ひそかに 満足す る。 

「当家と 大浦 家の 仲た がいが、 血の 雨で も 降る ことに 

なったら、 御 満足なん です か。 ゴセッ カイに、 チヨ 

口く、 なに 企んで いるので す」 

「チョロ/ \ 何 を 企む つたって、 屋根裏の 鼠が ひそか 



らば、 何 を 措いても 犬馬の労 をつ くす 所存、 又、 その 

労苦 を 身の 光栄に 感じて いるものであります」 

なぞと、 た、 V それとなく 脈 をつな いでお くだけで、 

その 曰 はおい とま を 告げた。 

あの 夜、 私 は 衣子に ていよく 追っ払われて、 大いに 

ヒ ガミ、 腹 を 立てた。 私の 至らざる ところで、 人の 気 

持と いう ものが 分らない ので ある。 つまり 私 は ーぱし 

人間 通ぶ つて、 あれこれと ォセッ カイ を やる くせに、 



実は 一人の みこみ、 その上、 何かとい うと ヒ ガン だり 

腹 を 立てたり、 人の 気持 を 察して やる ことができない 

の だ。 

衣子に して みれば、 娘の 一生の 大事で あるから、 真 

剣で ぁリ、 思い 決し、 悲痛な ものが ある 害 だ。 だから 

私の ォセッ カイ を 軽く かわして、 私 を 追 払い、 種 則と 

膝ヅメ 談判に 及んだ が、 私なん か V 三百代言 よろしく 

一寸見 だけ 凄んで みせる のと 違って、 猛烈に 急所 をつ 

いて 食い 下ったら しい。 

いったいが、 女と いう もの は 本来そう ある 害で、 必 

死の 大事と なると、 人 まかせで は 安心で きず、 喉笛に 



衣子 は カンカンに 立腹して、 美 代 子に 種 則との 絶交 

を 申し渡し、 再び 会う こと も 文通す る こと もい けない 

と 宣告した。 

けれども、 もの、 十日と たたない うちに、 再び 二人 

は 失踪した。 今回 は、 美 代 子 は 前回の 経験に よって、 

ダイヤの指輪 とか、 金時計と か、 相当の 金額の もの を 

持ち だして 行った ので ある。 心 当り を 探した が、 行方 

、、ゝ コ l ヽ 。 

力 知.^ る レ 

これ も 機会 だと 思った から、 どうです か、 ジ ッと閉 

じこ もって ク ョクョ しても 仕方がな いから、 捜査が て 

ら 保養 を かねて、 温泉 辺りで もい か、 V です か。 ヤス 子 



さん も 心配して いますから、 三人で ブラく いかがで 

す、 と 言って みたが、 ソッポ を 向いて 返事 もしない。 

こうなる と、 私 も 意地で、 私 はどう も、 行きが、 り 

に とらわれ、 押しつけが ましくな つて、 キ レイに さば 

くと いう こ とがで きず、 変にし つ こく 汚らし い モッレ 

方 を 見せて しまう 結末と なる。 

そこで、 私 は 社員に 一 一 一 泊の 慰安 温泉 旅行 を 与え る ザ J 

と、 して、 つまり ヤス 子と 内々 捜査 もして みょうとい 

う、 いかにも 実の ありそうな 見せかけ、 行きが、 りで 

あるが、 マズィ 芝居 だ。 第一、 失費 も 大変で ある。 

こういう マズィ 芝居 は 忽ち 報いの ある もので、 こう 



先々 で、 お嬢さんの 消息 も 調べて みょうと 思って いま 

す。 ところが ですな ァ。 大浦 博士が これ を 耳に して、 

ちょうど よい 都合 だから、 自分 も 一行に 加えて くれ、 

という。 便宜が あったら 捜査に でたい と 内々 思って い 

たと ころ だと 仰 有る わけです。 尤も、 なんです、 ちょ 

うどよ い 都合 だって、 便宜が なきや 探さない、 便宜て 

えの は 変です なァ。 探した き ゃァ、 さっそく 御 一人お 

でかけと あれば よさそう な ものです よ。 然し、 まァ、 

それ は、 なんです。 ところで、 いか、 V です か。 いっそ 

のこと、 奥さん も、 これ こそ 便宜と いう ものでしょう 

から、 一し よに、 いらっしゃいません か」 



らっぱ くれて、 意地悪く それ を 匂わして やった。 私 

だって、 腹 も 立ちます。 これく らい バカ 扱いに 扱われ 

て は、 そちらに も、 ちょ ッ とぐらい は 腹 を 立て、 もら 

いたい もの だ。 あげくに 私が ドジを ふんでも、 私 だつ 

て、 たまに は ドジを ふんでも、 意地 わる をして みたい 

もの だ。 

衣子が キリ キリ 柳眉 を さかだてる。 ハッタと 私 を 睨 

みすく める。 ジロリ と 軽蔑の 極 を あそばす。 それ ぐら 

いは、 覚悟の 上 だ。 

と、 あに はからん や、 柳眉 を さかだてる 段で はなく 

ちょ ッと マツ 毛をパ チパ チ させる ぐら い の - とが あ つ 



「お巡りさんに つかまって、 留置場へ 投げ こまれたら、 

却って、 面白い ことね」 

なんでもない 顔、 私 をうな がして いる。 はからざる 

結果と なった。 

衣子 は 酔った。 私が 酔わせ もした ので あるが、 衣子 

がより 以上に 酔いたい 気持で いたのであろう。 と、 V の 

つまり、 私たち は 待合 をく くった。 

私と いう 男 を 衣子が 愛して いる 害はなかった。 むし 

ろ 蔑んで いる 害 だ。 酔っ払った 衣子 は、 美 代 子なん か 

どうで もい、 のよ。 死のうと、 パン パンに なろうと、 

もう、 かまわない。 私 は 私よ、 と 言った。 ャケ クソで 



の 御 婦人 は 私の 可愛い ゝ敵 であるが、 汝の敵 を 愛せと 

いう、 まさしく 私 は 全心 的に わが 敵 を 愛し もし、 尊敬 

したいと も 考える。 

私 はわが 敵 を 尊敬した いから、 その ハシタ ナイ 姿 は 

見たくない。 だから 私 は 私の 工夫に よって 事 を 運び、 

私の 暴力に よって 征服した いもので あり、 彼女ら の 情 

慾な ど は 見たくない。 

私 はどう やら アベ コ べに、 衣子の ャケ クソに 便乗し 

て 待合の 門 をく y つたが、 もとより それ はこ こ を セン 

ドと 私が 必死に 説得しての ァゲク であるが、 それと は 

別に、 私 は やっぱり 淋しかった。 



「遊びです よ、 奥さん。 大浦 先生と 違って、 私 は 遊び 

という ことのほかに、 何 ひとつ 下心 はない のです。 私 

は あなたに 何 一 つ 束縛 は 加えません し、 第一、 いつま 

でも、 あなたと 云い、 奥さんと よび、 遊び は 二人 だけ 

のこと、 死に 至る まで、 これつ ばかし も 人に 秘密 を も 

らし は 致しません。 私 はた y 奥さん を 心底から 尊敬し 

また 愛し、 まったく 私 は、 下僕と いう ものです よ」 

酔い痴れた 衣子 は、 然し、 もうこんな 理窟 は 耳に き、 

わけられなかった。 

「どうな つたって、 い、 です よ。 野 たれ 死んだ つて、 

私 はい、 のよ」 



「三 船さん、 ダメ」 

「だって、 あなた、 今 さら、 そんな」 

衣子 は 身 もだえて、 は、 V み、 

「あなた、 酔つ てるのね」 

「い、 え、 酔って はおりません。 私 は ひどく 冷静なん 

です」 

「私 は 酔って る。 ョッパ ライよ。 けれども、 頭 は ハツ 

キリした わ。 あなた、 約束して くれる。 旅行に 行つ 

ちゃ ダメ よ。 私 を 一 人に しちや ダメ よ」 

「え、、 え、、 御 命令に は 断じて 服従し ます。 行き ま 

せんと も」 



そして 私 は 何とも 悲しく、 なつかしい 思いに なった。 

そして 気違いの ように 衣子の ゥ ナジ を だいて、 接吻の 

雨 を ふらした もの だ。 

私 はなが く 眠らなかった。 

衣子が 眠った の を 見す ますと 私 は 起き 上って、 枕元 

に 用意 させた 酒 を のんだ。 

何 か茫々 とした 心の 涯に、 悲し さもあった。 然し、 

あた、 かい 愛情が こもって いた。 いとしい 女よ。 私 は 

時間に ついて 考えた。 この 女 を 口説きつ、 あった 時間、 

心に 征服 を 決意して からの 長い 時間、 その 時間に 起つ 

た 様々 の 出来事で はなく、 た、 V その 時間と いう もの だ 



んだ。 

「さて、 先刻の 話です が、 この 旅行、 なぜ 欠席して い 

た、 V きたい か、 実は 大浦 先生の コン タンが 癩に さわる 

からなん です。 もちろん、 おわかりの ことで しょうが 

大浦 先生の 目的 は、 失踪 者の 捜査じゃなくて、 ヤス 子 

さん、 あなたが お 目 当なん ですな」 

ヤス 子 は 毛筋 ほど も 表情 を かえず、 

「私の こと は 私の 責任で 致します ことです から、 欠席 

は 無用と 存じます けど」 

「いえ、 そこが 私のお 願いなん です。 これ は 社長の 命 

令ではありません。 お願い、 つまりで すな、 私 は大浦 



ヤス 子の 表情 も その 正座 も 微動 もしない。 私 だって、 

切り だした 以上 は、 ォ メズ、 ォク セズ、 めったな こと 

で、 あとへ は 引かない。 

「私 も 然し、 たいがいの ャ キモチ はジッ とこら えてい 

られ るので す。 又、 こらえて いなければ いけない 害の 

ものなん です よ。 けれども、 大浦 先生の 場合 だけ は特 

別です よ。 先生と 私との 関係 は、 今までた、 V もう 私が 

大 馬の 労 をつ くす に拘ら ず、 踏みつけられ、 利用され、 

傷 けられる のみの 関係です から、 ャキ モチ、 いや、 こ 

れ はもう、 男の 意地と いう ものなん です。 特に、 ヤス 

子さん、 あなたの 場合 だけ は、 負けられない。 大浦博 



士が 旅行 参加 を 申しで ゝ このかた、 私 は 殆ど、 寝 もや 

らず、 遂に 悲愴なる 決意 を かためた 次第なん です。 私 

は あなた を 尊敬し、 敬愛し、 祈りたい ほど も 愛し、 あ 

こがれて いました。 けれども、 大浦 先生に 出鼻 をく じ 

かれて、 あの 先生と 私との 関係が 今まで もそう いう 関 

係な ものです から、 その 惰性に よって、 た、 V もう、 ひ 

そかに、 ネチ ネチと 思い 屈し、 恋い こがれる のみ、 悲 

しい 思い をして いたのです。 こうして、 今、 うちあけ 

る ことができて、 私 は 清々 している のです。 左様な わ 

けです から、 どうか、 お願いです。 旅行 は 不参と いう 

ことにして 下さいません か。 さもなければ、 私 は 胸の 



ひどく 冷静な ものである。 私 も いくらか 戸惑いした 

次の 言葉に 窮 したと いう 気持で あつたが、 そんな こと 

ではい けない と、 ムリに 機械に 油 を さすよう にして、 

「ありがたい シ ァヮセ です。 おかげで 私 も 安心し まし 

たが、 然し、 ム リャリ あなた の 気持 をネジ 向けて いた y 

いた 心苦し さに は、 当惑、 むしろ、 罪悪、 やりきれ ま 

せん。 私 はまった く 御 婦人に 思い を かける という こと 

は、 下僕と して 仕え、 尊敬 するとい ぅタテ マエです か 

ら、 何 かこう、 社長め いてお 話す るの が 変テコ で、 ま 

して、 その 関係 を 利用して いるよう なのが、 やりきれ 

ない のです。 社長なん かと 思わずに、 きいて 下さい。 



私 は あなた を 尊敬し、 おしたい している 下僕です。 も 

とより 私 は、 一 介の ャミ 屋、 教養 とても 低い 男です。 

無数に 恋 もして きました。 私 は 然しい つも 恋に 仕え、 

愛人に 仕える こと を 喜びと した ものです。 私 は 結婚し 

ようの 何のと、 そんな ゥソ はついた ことがあ りません- 

私 はいつ も 下僕と 遊んで 下さい、 た、 V 遊んで 下さいと 

頼む のです。 どうせ 私の ような 者に は、 はじめから 御 

気に 召して 下さる 御 婦人はありません から、 私 はいつ 

も、 必死にた、 V もう 頼む のです よ。 その代り、 お 気に 

召す よう、 どのような 努力 も 致します。 仰せに したが 

い、 どのよう にもして 実 を 見せます。 水火 をい とい ま 



私の 全部で も あるので す。 私が あなたに マ ゴコロ こめ 

て 奉仕す る こと を 許して いた、 V きたい ものです。 如何 

なる 仰せに も 従います。 犬馬の労 をつ くします。 私 は 

あなたの 心 もから だ も、 下僕の マゴコ 口の 尊敬 を こめ 

て 愛し 仕えます から、 どうか 私と 遊んで 下さい。 この 

願い をき、 いれて 下さい」 

ヤス 子の 顔色 は 相 変らず 犯しが たい ものが あつたが、 

むしろ いくらか、 やわらかな 翳が さして、 

「私 は 肉体に こだわる ものではありません。 終戦後、 

様々 な 幻滅から、 私の 考え も 変り ましたが、 然し、 理 

想 をす てた わけではありません。 肉体の 純潔な ど、 い 



うこと よりも、 もっと 大切な 何 か y ある。 そういう 意 

味で、 私 はも はや 肉体の 純潔な どに 縛られようと は 思 

わなくな つてい るので す。 然し、 肉体 を 軽々 しく 扱う 

つもり はあり ませず、 肉 慾 的な 快楽の みで 恋をする 気 

も ありませ ぬ。 社長 はよ く 仰 有い ますね。 恋 は 一 時の 

もの、 一時的な 病的 心理に すぎない の だから、 と。 そ 

れは私 も 同感 致して おります のです。 然し、 恋の 病的 

状態の すぎ 去った あと、 肉体 だけが 残る わけで はあり 

ますまい。 私 は 恋 を 思う とき、 上 高地で みた 大正 池と 

穂 高の 景色 を 思いだ すので ござ います。 自然が あのよ 

うに 静かで 爽やかで あるよう に、 人の 心 も 静かで 爽ゃ 



かで 有り得ない 害 はない、 人の 心に 住む 恋心 とても、 

あのよう に 澄んだ もので 有り得な いこと はな かろうと 

女心の 感傷 かも 知れ ませぬ、 けれども、 私の 願いな の 

です。 夢な のです。 私 は 現実に 夢 を もとめて はおり ま 

せぬ けれども、 その 夢に 似せて 行きたい と は 思います _ 

私 は 肉体 や、 その 遊び を 軽蔑いた して はおり ませぬ。 

肉体 を 弄ぶ こと も、 捨てる こと も 怖れて はおり ませぬ _ 

た、 V その 代償 を もとめて います。 それの 代りに、 ほか 

に 高まる 何 か、 V 欲しい と 思います。 女の 心 は、 殿方の 

心に よって 高まる 以外に 仕方がない とも 思います。 私 

の 心 を 高めて 下さる 殿方なら ば、 私 は どなたに 身 をお 



えて、 よろしい のです ね」 

ヤス 子 は 答えない。 なんとなく、 侘びし そうな 浮か 

ない 様子であった。 冗談が 嫌いな のだろう。 

「ヤス 子さん。 あなた を 高める といった つて、 事実、 

私 は 全部の もの を 今 こ、 へ さらけ出して いるので すよ _ 

手練手管の ある 人間で もな く、 頭の ヒキ ダシの 中に 学 

問 を つめこんで おく 男で もありません。 まったく、 こ 

れ だけの 人間です。 先程 も 申しました 通り、 つまり、 

恋と 愛人と に 奉仕す る、 すべ て を 賭けて 奉仕の マゴ コ 

口 を 致す という だけの 人間なん です。 それが 私の 身上 

です。 イノ チ なのです。 それが 人 を、 高める のか、 低 



「ためして 下さい。 私の 切なる 希い をき、 と V けて 下 

さい。 さもないと、 死にます。 い、 え、 ほんと です と 

も。 この 場で、 今す ぐに も、 アツ サリ と、 自殺し ます- 

ッ ラァテ ではない のです。 私 は 生きて いるの が 面倒な 

んで すよ。 私みたい なバカ は、 いつまで 生きて みたつ 

て 仕方がない。 バ 力ながら、 自分の バカを 感じる こと 

は、 もう、 タク サンと いう 気持です な。 私 は 今朝、 ふッ 

と、 考えた のです。 一 つの チャンス という もの だから 

この 恋が ダメ なら、 これ をキ ッカケ に、 いっそ、 それ 

で 死ん じまえと 思った のです。 そんな 覚悟め いた もの 

は、 四 五 年 前から、 できて いました。 然し、 実行の 気 



持に なった の は、 今日が はじめての ことなん です。 然 

し、 もとより、 死ぬ ことよ リは、 切なる 思い をき、 と > 

けて いた V く 方が、 どれ だけ 身にしみて 有難い か 知れ 

ません。 どうか、 私の 哀願に 許し を 与えて 下さい」 

ヤス 子 は 再び 答えなかった。 

私 は 胸の ポケットへ 右手 を いれた。 ある 物 を 握りし 

めた。 私 はしば らく、 目 を 閉じて いた。 私 は 自然、 う 

なだれて しまった。 私の 心 は 寒々 と 澄んだ。 むなしく、 

ひろく、 何もなかった。 こんな もの か、 と 私 は 思った。 

なんの 感動 もなければ、 悔い もない。 

そして 私 は、 握りし めた もの を、 胸に きつく 押しつ 



すよ。 恋をしても、 これ だけ、 恋に 奉仕しても、 これ 

だけ、 いつも、 これで、 全部です」 

私 は ヤス 子の 手 をと り、 バ 力みたい に 敬々 しく、 く 

ちづけ した。 そして、 その 手 を 放さずに、 

「まったく、 わけが 分り やしま せんよ。 今朝 目が さめ 

て、 あなたに ひとつ、 胸のう ち を 打ち あけて と 思う と 

た、 V なんとなく、 ふッ と、 こんな こと をして みたい 気 

持に なった 始末な のです から。 われながら、 バカ らし 

い 次第です」 

まったく、 その 通りで もあった ので ある。 然し、 私 

は 尋常で は、 どうせ ダメ だと 思った から、 ふと、 こん 



しに、 マゴコ 口が すべて y すよ。 私 は あなた を 愛し、 

尊敬し、 こよな く、 祈る ようにお 慕いして います」 

と ネンゴ 口に 云って、 次第に はげしく だきしめた。 

思い を とげる という こと は、 ある 意味で は、 むなし 

いこと だ。 けれども、 私 はそう は 言わない。 マ ゴコロ 

の もえ 育つ 日と いう。 私 は 愛する 人が、 いとしい。 そ 

れは、 私よりも、 いとしく さえ 思われる。 否、 私より 

もい としい とハ ツキ リ言 いきれ るので ある。 



である。 

私 はいつ そ 衣子との こと を、 ヤス 子に 白状し ようか 

と 思った。 ヤス 子に 甘えて いる わけで はない ので ある _ 

そんな ことで 高まろう という わけで もない。 要するに 

何 かしない といけ ないような 気がし、 圧倒され るから 

で、 それ 以外に どういう ことで もない ので ある。 

何 か 奉仕 をし なければ ならぬ。 私 は 夜毎、 衣子 を訪 

れる たびに、 高価な ォクリ モノ を 忘れなかった。 それ 

も 奉仕 だ。 衣子 は それ を 喜ぶ 女 だからで ある。 けれど 

も、 ヤス 子に 対して は、 奉仕す る 物の 心 当りがない。 

はて は 帰りの 道々 で、 喋る 言葉の 奉 id すら もで きな く 



なって いる 始末で ある。 

昼 は ヤス 子に 逢い、 夜ごとに 衣子 を 訪れた。 そして 

三日の 慰安旅行が 終って、 大浦 博士 も 戻って きた。 

その 夕方、 私 は シラッ パクれ て、 東京 駅へ 一行 を 出 

迎えに でて、 ゃァ、 私 は 商用で、 旅行に でられません 

で、 残念 致し ましたよ、 ヤス 子さん にも 居残って 手伝 

いしても らい ましたよ、 捜査の 方 はいか y でした か、 

手が、 リが ありまし たか、 と 言って やった。 先生、 む 

くれて、 返事 もしない。 

大浦 博士 は 私 を 見くびって いるから、 私と 衣子の こ 

とな ど は 考えて みた こと もない。 



その 足で、 博士 はわが 家へ は 帰らず、 衣子 を 訪ねた。 

情炎の 始末 をせ めて はこ、 で、 という わけで あろうが、 

ところが、 こ、 に、 さらに、 はからざる 痛撃 を くらつ 

た。 

意外 や、 衣子が キリ キリと マ ナジリ を 決し 絶縁 を 言 

い 渡す。 財産 横領、 結婚 サギ、 兄弟の 共同謀議、 面罵 

を くらった ものである。 いかなる 弁解 も、 哀願 も、 う 

けつけ る 段で はない。 

「あなたの 腹 は 底の 底まで 分りました。 いつまでも ダ 

マされ て はおりません。 インフレの 生活難と は 申せ、 

しせい 

名誉 ある 学者が 、 巿 井の 無頼漢 にも 劣らない 卑劣な ザ J 



れ ども、 然し、 どうも、 実は、 なんです、 衣子さん か 

ら 私が 依頼 をう けた こと も あるので す」 

「なんだい。 じ ゃァ、 もう、 先方から、 僕に 復帰して 

くれる ように、 君に たのんで きたの かい」 

「とんでもない。 実は A 大の久 保 博士です なァ。 あの 

方 は 天下に 先生と 並び 立つ 隠れ もない その 道の 大家、 

名医です が、 あの方に 後任 をた のんでくれ とのこと で、 

四 五日 まえ、 ハツ キリ 話が きまって、 今日 あたり はも 

う 出張 診療され ている 害なん ですな。 この 先生 を 口説 

き 落す に は、 私 もずい ぶん 骨 を 折りました よ」 

愕然、 大浦 博士 は 顔色 を 失い、 私の 言葉 を、 鉛色の 



「この 入れ歯、 病院の 奥様が 私に お渡しの 時 は、 汚い 

雑巾に つつんで ありまし たのです。 その 雑巾で 拾い あ 

げた ま、 を、 お渡しに なった のです わ」 

なるほど、 た y は 入れ歯 を 返して よこす 害 はない。 

ヤス 子の 笑顔の あた ゝか さは、 衣子の 醜怪な 憎しみ 

に対して 私へ 寄せる いたわりの シルシ であろう か。 私 

は ヤス 子に、 こんなに あた、 かく 遇せられ たこと はな 

かった。 怒り も羞 らい も、 私 は 忘れる ことができた。 

「すると、 あなたが、 ハンケ チに 包んで 下さった ので 

すね。 なんて、 幸福なん だろう」 

私 は ハンケ チを 押しいた y いた。 すると、 胸が つま 



り、 にわかに 涙が あふれで ゝ くるので ある。 私 は 押し 

いた > いたま、 ハ ンケチ を 目に 押し当て、 ごまかした 

が、 涙 はいつ まで もとまらず、 顔 を 膝に 当て、 起す こ 

とがで きなかった。 

* 

私が 美 代 子 を 誘拐した の は、 それから 二 ヶ月 ほど 後 

のこと であった。 

私 は ヤス 子の 名 を 用いて 美 代 子 を よびだし、 会員 組 

織の ホ— ルへ 案内して、 今に ヤス 子が くる 箬 だからと、 



いるで はない か。 然し 私が どうして それ を 喜ぶ ことが 

できよう か。 何事 を 私が 言い 得よう か。 私 はすく み、 

放心した。 悲し さすら もなかった。 苦痛の 果 のむな し 

さが 全て V あった。 

「三 船さん。 私 は 今 こそ あなた を 愛す ことができ ると 

信じられる ようになった のです。 以前 はそう ではな 

かった のです。 軽蔑 も、 どこかに 感じて おりました。 

汚な さも、 どこかに 感じて おりました。 今 はそう では 

ありません。 尊敬の 思いす らもいだ いてお ります。 私 

は あなたから、 人の子の 罪の 切な さ を 知りました。 罪 

の もつ 清純な もの を 教わりました。 あなた はた ゾ 弱い 
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